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●特別寄稿

「「三方よし」一平和研の新しい姿をめざして」藤崎一郎

●巻頭繭文

201碑10月23日斃行（攀flJ) 纂9鬱 纂4号 遍鬱四号

「国際通商体制を揺るがす「トランプ・ショック」」荒井寿光

●政策研究

「最近の景気を見る視点」小峰隆夫

「米国におけるCFIUSの強化ー技術覇権をめぐる米中の争い」森 聡

「現地から見る「一帯一路」政策」川島 真

「メキシコ情勢ービバ•メヒコー」橋場 健

「北朝鮮の核／ミサイル開発と米朝関係の行方」大澤 淳

●研究所ニュース

「グレン•S・フクシマ氏を交えたセミナーを開催」

巻頭挨拶

中曽根平和研究所理事長 崩§軋奇一良〖

7月に理事長に就任しました。8年間つとめた佐藤謙第5代理事長の後で第6代に

なります。初代は中曽根康弘会長の兼務でした。2代Hは東京電力の平岩外四氏、

3代目は三井物産の八尋俊邦氏、そして4代目は17年間つとめた元駐米大使の大

河原良雄氏でした。

研究本部長の初代は佐藤誠三郎東大教授で、2代目は薬師寺泰蔵慶大教授、

3代目は北岡伸 一東大教授（現JICA理事長）でした。この9月から久保文明東大教

授に4代目の研究本部長に就任頂きました。北岡先生には引き続き総括研究顧問と

して指導頂きます。

しかしなんといっても特筆すべきは、創立以来30年間一貰して会長を中曽根康弘

元総理がつとめておられることです。100歳になられた今でも勉強会に顔を出されま

す。ひき続き中曽根会長の下でこの研究所を活性化していくよう努力してまいります。

ご指導ご支援をお願い申し上げます。

最後に一言。研究所は、この1月正式名称を世界平和研究所から中曽根康弘世

界平和研究所に改名しました。しかし長すぎて呼びにくいという指摘も頂きます。そこ

で今後、一 般的には「中曽根平和研究所」と呼称します。略称は従来通り「平和

研」です。よろしくお願いします。
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